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はじめに

平成23年度使用開始の小学校教科書より教科書における多様な色覚への配慮は必須事項となり平成23年度使用開始の小学校教科書より教科書における多様な色覚 の配慮は必須事項となり

ました。特定非営利活動法人Color Universal Design Organizaton (以下CUDO）では、多様な色覚を持

つ児童生徒や教師にとっても分かりやすく、教えやすい教科書作りを支援し検証作業を行ってきまし

た。

本書は過去の実績に加え本年は多くの教科書会社・当事者・教師・有識者の意見を参考にして、平

成27年度から使用される教科書についてのカラーユニバーサルデザイン検証基準（以下CUD検証成27年度から使用される教科書に いてのカラ サルデザイン検証基準（以下CUD検証

基準）をまとめたものです。使用方法については必ず当機構までお尋ねください。

小学校教科書におけるCUD検証基準の主旨

１．教科書に記載されている情報は、児童生徒や教師の色覚タイプの違いに関わらずスムーズに伝

わらなければならない。

２．教科書及び教科書に準拠するワークブックに使用する色は、児童生徒が色について教師や家

族の助言を受けなくとも、また教師も同様に色について助言を受けなくとも単独で使用できるよう

配慮することが必要と考える。

３．教師用指導書への注意書きと併せての検証はせず、教科書単体での検証を基本とする。

４．検証合格基準は原則としてカラーユニバーサルデザインの３つのポイントに準拠する。

カラーユニバーサルデザインの３つのポイント （2011年5月26日発表）

a. 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ。

b.色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする。

c.色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする。

注意

１．以下の各ページ記載の“シミュレーション”画像は色弱者の見分けにくさを表したものであり、

実際の見え方を再現したものではありません。（色の見え方には個人差があります）

２．各ページの色は、表示するディスプレーや出力するプリンターの影響を大きく受けることがあり

ます。（ディスプレーの設定は 色温度6,500°Ｋ、ガンマ値2.2を標準としています）

３．改善策はあくまで改善の一例を示すものです。
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改訂年月日 改訂理由 備考
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4



ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

色の識別が必要な箇所には区別ができる色を使用する

a‐1 見分けやすい色を使用する

色の識別が必要な箇所には区別ができる色を使用する。
C/ P / D型の児童生徒や教師に見分けやすい色を使用する。

（１）円グラフと凡例
円グラフの色と凡例の色を結びつけ情報を読み取ることができる。

改
善
前

問題点
・凡例の色が区別できない。
・凡例の色とグラフの色を結び
つけることができない。

・グラフから情報を読み取ることが
できないため回答できない。

改
善
例

図a‐1（1） 原画 図a‐1（1） シミュレーション

凡例の色の区別ができ、凡例の
色とグラフの色を結びつけ情報を
読み取ることができる。

例

図a‐1(1) 改善例 図a‐1（1） 改善例シミュレーション
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（２）折れ線グラフと凡例
折れ線グラフの線の色と凡例の色を結びつけ情報を読み取ることができる。

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

問題点
・凡例の色が区別できない。
・凡例の色とグラフの線の色を
結びつけることができない。

・グラフから情報を読み取ることが
できないため回答できない。

折れ線グラフの線の色と凡例の色を結びつけ情報を読み取ることができる。

改
善
前

図a‐1（2 ） 原画 図a‐1（2） シミュレーション

凡例の色の区別ができ、凡例の
色とグラフの線の色を結びつけ
情報を読み取ることができる。

改
善
例

図a‐1（ 2） 改善例 図a‐1（2） 改善例シミュレーション

（３）地図と凡例

改
善
前

問題点
・凡例の色が区別できない。
・凡例の色と地図の色を結び
つけることができない。

・地図から情報を読み取ることが
できないため回答できない。

地図の色と凡例の色を結びつけ情報を読み取ることができる。

改
善
例

図a‐1（3） 原画 図a‐1（3） シミュレーション

・凡例の色の区別ができ、境界線
もはっきりとわかる。

・凡例の色と地図の色を結びつけ
地図の情報を読み取ることが
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例

図a‐1（3） 改善例 図a‐1（3） 改善例シミュレーション

できる。



（４）背景上の文字
囲いの中の文字情報を読み取ることができる。

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

問題点
・背景の色と文字の色が区別
できない。

・文字を読むことができない。
・文字（情報）を読み取ることが

改
善
前

できないため回答できない。

図a‐1（4） 原画 図a‐1（4） シミュレーション

改
善
例

図a‐1（4） 改善例 図a‐1（4） 改善例シミュレーション

背景の色と文字の色をはっきりと
した明度差をつけているため、文
字を読み取ることができる。

例

改
善
前 問題点

写真（背景） 色と線 色が

（５）写真上の線
写真上の線を読み取ることができる。

前

改
善

・写真（背景）の色と線の色が
区別できない。

・線の位置、長さがわからない
ため回答できない。

図a‐1（5） 原画 図a‐1（5） シミュレーション
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善
例

図a‐1‐（5） 改善例 図a‐1（5） 改善例シミュレーション

写真（背景）の色と線の色の区別
ができ、線の位置、長さがわかる。



（６）目次の色
目次の色が区別でき、カテゴリーを読み取ることができる。

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

改
善
前

問題点
・目次の色が区別できない。
・同じ色に見える目次は関連性
があると誤解してしまう。

改
善
例

図a‐1（6） 原画 図a‐1（6） シミュレーション

目次の色の区別ができ、色数か
らも９つのテーマがあることを理
解することができる。

図a‐1（6） 改善例 図a‐1（6） 改善例シミュレーション
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複数の要素間で関連性がない場合は、区別ができる色を使用する。

a‐2 学習の妨げとなる装飾表現を避ける

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

改
善
前

問題点
・装飾（背景）の色が、４色に見え
るため、同じ色にみえる箇所は
関連性があると誤解してしまう

（１）背景色
イラストの色の区別ができ、関連性がないことがわかる。

前 関連性があると誤解してしまう。
・装飾の色が学習の妨げとなり
回答に混乱する。

図a‐2（1） 原画 図a‐2（1） シミュレーション

改
善
例

装飾の色が7色８7に区別できる。

図a‐2（1） 改善例 図a‐2（1） 改善例シミュレーション
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色と色を結びつける場合は、色値や見た目の色を一致させる。

a‐3 色同士を結びつけることができる

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

色と色を結びつける場合は、色値や見た目の色を 致させる。

改
善
前

目次 各ページのテーマカラー

（１）目次の色と各ページのテーマカラー
目次の色とページカラーを結びつけることができる。

前

問題点

図a‐3（1） 原画

目次 各ペ ジのテ マカラ 問題点
・目次の色が区別できない。
・目次の色と各ページのテーマ
カラーを結びつけることが
できないため、関連づけが
しづらい。

目次 各ページのテーマカラー

図a‐3（1） シミュレーション

改
善
例

目次 各ページのテーマカラー

図a‐3（1） 改善例

目次の色の判別ができ、また、
目次の色と各ページのテーマ
カラー色を結びつけることができる。

目次 各ページのテーマカラー

図a‐3（1） 改善例シミュレーション
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（２）イラストと凡例
イラストの色と凡例の色を結びつけることができる。

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

改
善
前

問題点
図a‐2（1） 原画

図a‐2（1） シミュレーション

問題点
・イラストの色と凡例の色は 同
色彩等（彩度の違い）による結
びつけであることがわからない。

・色相が違う色に見えるため、
結びつけることができない。

改
善
例

図a‐2（1） 改善例シミュレーション

図a‐2（1） 改善例
イラストの色と凡例の色が同じ
色であるため、結びつけることが
できる。
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（３）強調文字と凡例
品詞の色と文章の色を結びつけ情報を読み取ることができる。

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

品詞の色と文章の色を結び け情報を読み取ることができる。

改
善
前

問題点
・品詞の色が区別できない。
・品詞の色と文章の色を結び

図a‐4（3） 原画

・品詞の色と文章の色を結び
つけることができない。

図a‐4（3） シミュレーション

改
善
例

図a‐4（3） 改善例

品詞の色が区別でき、文章中の
言葉の文字色と結びつけることが
できる。

図a‐4（3） 改善例シミュレーション
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外部から提供された挿絵、写真など素材も検証の対象範囲内とする。アメダス

a‐4 提供素材の色の区別ができる

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

やサーモグラフ等に用いるグラデーション表現は原則CUDO提供の配色設計と
する。※出典元へのデータ改変の許可は各社にて確認して下さい。

改
善

提供素材の地図の色と凡例の色を結びつけ情報を読み取ることができる。

善
前

図a‐4 原画

問題点
例 色が 別 きな・凡例の色が区別できない。

・凡例の色と地図の雨量の色を
結びつけることができないため
情報を読み取ることができない。

図a‐4 シミュレーション
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改

ポイント a 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

改
善
例

図a‐4 改善例

・凡例の色の区別ができ、凡例の
色と地図の雨量の色を結びつけ
情報を読み取ることができる。

a‐5  色管理を徹底して行う
印刷時に色ずれが起きないよう色管理を徹底することが必要
である。形状差など色以外の情報保証がされている場合も同様
である

図a‐4 改善例シミュレーション

である。

a‐6  作図掲載は、色の区別ができるものを使用する
こどもの作図を教科書に載せる場合、予め色の組み合わせに
問題がない作図を使用する。
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色の区別がつきづらい場合であっても意味を理解できるように情報保障する。

b‐1 情報保障する。

ポイント b 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする

色の区別が き らい場合であっても意味を理解できるように情報保障する。
①形状や模様、線種、配置、色の配列を変える。
②番号、アルファベット等を記載する。

改 問題点

（１） 図中の線の色分け
図中の線の色が区別できなくても三角形の線を指し示すことができる。

改
善
前

問題点
・線を指し示すとき色名で指し示す
方法しかない。

改
善
例

図b‐1（1） 原画 図b‐1（1） シミュレーション

線の色名がわからない場合でも、
アルファベットで指し示すことが
できる。

図b‐1（1） 改善原画 図b‐1（1） 改善例シミュレーション

15



ポイント b 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする

（２） グラフの線の色分け
グラフの線の色が区別ができなくても線を指し示すことができる

改
善
前 問題点

・線を色名で指し示された場合
どの線のことかわからない。

グラフの線の色が区別ができなくても線を指し示すことができる。

図b‐1（2） 原画 図b‐1（2） シミュレーション

改
善
例

・線の色名がわからない場合でも
数字で指し示すことができる。

図b‐1（2） 改善例

指し示す線を「線A・B」など表現ができる場合は、色の名前の記載は無くてもよい。
線を指し示すアルファベットや記号などが無い場合は、色の名前を記載することが必要。
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ポイント b 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする

（３）グラフと凡例
色同士を結びつけることが難しくてもグラフの情報を読み取ることができる色同士を結びつけることが難しくてもグラフの情報を読み取ることができる。

改
善
前

問題点
・凡例の色とグラフの色を結び
つけることができない。

・グラフから情報を読み取ることが
できないため回答できない。

改
善

図b‐1（3） 原画 図b‐1（3） シミュレーション

アルファベットと結びつけ、グラフの
情報を読み取ることができる。

善
例
１

図b‐1（3） 改善例１ 図b‐1（3） 改善例１シミュレーション

改
善
例
２

凡例内容をグラフに直接記載して
いるため、早く正確に情報を読み
取ることができる。

図b‐1（3） 改善例２ 図b‐1（3） 改善例２シミュレーション
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（４）多数の色分け
路線の色と凡例の色を結びつけることが難しくても情報を読み取ることができる。

ポイント b 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする

改
善
前

路線の色と凡例の色を結びつけることが難しくても情報を読み取ることができる。

図b‐1（4） 原画

問題点
・色数が多いため、色を結びつける
ことが難しい。

・線の色名が分からないため回答
できない。

図b‐1（4） シミュレーション

18



ポイント b 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする

改
善
例

図b‐1（4） 改善例

・番号が記載されているため
線を番号で指し示すことができる。

・路線名が記載されているため
どの線が何線か早く正確に
わかる。
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文字を強調させる場合は、他の文字と区別できる色を使用し、形状の差

b‐2 文字の強調が伝わる

ポイント b 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする

文字を強調させる場合は、他の文字と区別できる色を使用し、形状の差
（下線、太文字斜体など）も加える。

改 問題点

文章中に強調されている文字があることがわかる。

改
善
前

問題点
・文章の黒色と強調の赤色が区別
しづらいため、強調されている
言葉に気が付きづらい。

図b‐2 原画

図b 2 シミ レ ション図b‐2 シミュレーション

改
善
例図b‐2 改善原画

・区別できる色の使用と併用して
文字を大きく太くし、また下線が
引いてあるため早く正確に強調
されている文字に気が付くことが
できる

図b‐2 改善シミュレーション

できる。

「赤文字の部分は強調です。」 → レベル１（見分けができる色を使用）
「赤文字の部分は強調です。」 → レベル２（レベル１＋下線）
「赤文字の部分は強調です 」 → レベル３（レベル１＋太く）

強調表現の伝わりやすさのレベル（レベル５：早く正確に伝わる）

「赤文字の部分は強調です。」 → レベル３（レベル１＋太く）
「赤文字の部分は強調です。」 → レベル４（レベル１＋太く＋下線）
「赤文字の部分は強調です。」 → レベル５（レベル１＋太く＋下線＋大きく）
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色弱者の児童生徒はヒントに気がつかない あるいは 気付くことに

b‐3 ヒントを色で表現しない

ポイント b 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする

色弱者の児童生徒はヒントに気がつかない、あるいは、気付くことに
時間がかかるため、ヒントを色で表現しない。

改
善
前

質問の文章の中のヒント（文字色）に気が付くことができる。

前

図b‐3 原画

問題点

図b 3 シミ レ ション

問題点
・Q1の質問「かえる」の文字色が
ヒントになっていることに気づき
づらい。
（両生類の背景色：緑）

図b‐3 シミュレーション

改
善
例

質問の文字色を単色にした。
（文字は面積が小さいため
色を区別することは難しい。）

図b‐3 改善例

上記内容に、色名を記載することは望ましくない。
色をヒントにする場合は、確実に色が区別できる面積を確保することが必要。

21



写真やイラストなどで実験の様子を示す場合は、色の変化（様子）がわかる

b‐4 染色の色の変化が分かる

ポイント b 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする

写真 ラ な 実験 様 を す場合 、 変 （様 ） わ る
内容にする。

改
善

植物の茎の染色実験：茎のどこがどのように染色されたのか理解できる。

善
前

図b‐4 原画

図b‐4 シミュレーション

問題点
・茎の色と染色された部分の色が
区別できない。

・どこがどのように染色されたのか
わからないため回答できない。

改
善
例

図b‐4 改善例シミュレーション

染色前と染色後の両方の写真

図b‐4 改善例

染色前と染色後の両方の写真
（またはイラスト）を並べ、載せて
いるため、変化の様子がわかる。

22



文章に記載された色の名前と図表等の色を結びつけることができ色の名前を

c‐1 色名を用いてコミュニケーションすることができる

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

文章に記載された色の名前と図表等の色を結びつけることができ色の名前を
用いてコミュニケーションできる。

色の名前を用いてコミュニケーションせざるを得ない場合は色の名前を記載する。
区別できる色を使用し、色の名前は原則として基本色彩語（黒・白・赤・青・黄・緑・灰色・茶色・ピン
ク・オレンジ・紫の１１色名）を使用する。ただし理科の教科書等で微妙な色合いを記述しなければな
らない場合はその他の色名を使用してもよい。
理科の教科書等で観察させる意図があるなど、実物の色の変化を色の名前で表すことが本来の学
習指導の阻害と考えられる場合は、色の名前の記載は無くてもよい。

改

（１）色名を用いた質問に回答できる
質問に記載された色名とイラストの色を結びつけることができる。また色名を用いて
回答できる。

【例】色弱の児童生徒に色の名前のカテゴリーを理解させる理由から「さくら色」「レモ
ン色」などの「名詞＋色」名は避ける。

改
善
前

図c‐1（1） 原画

問題点
・質問の「みどりいろ」「ピンクいろ」
「みずいろ」「あかいろ」と
あめ玉の色を結びつけることがあめ玉の色を結びつけることが
できないため、回答できない。

図c‐1（1） シミュレーション 23



ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改改
善
例

図c‐1（1） 改善例
・あめ玉（凡例）に色名が記載
されているためあめ玉の絵と
結びつけることができる。

・色名を用いて回答することが
できる。できる。

24



（２）回答を色で塗り分けさせない。
回答を色で塗り分けることができる

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改
善
前

回答を色で塗り分けることができる。

図c‐1（2） 原画

問題点
・上段の数字の色が何色か
わからないため計算ができても
色を塗ることができない。色を塗る きな 。

図c‐1（2） シミュレーション 25



ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改
善
例

上記内容に 色名を記載することは望ましくない上記内容に、色名を記載することは望ましくない。
質問内容は、直接回答（数字）を記載させるようにする。
（図の色は必ずしも単色にする必要はない。）

26



（３）色名を用いて回答できる

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改
善
前

質問に対し色名でも回答することができる。また、色名で指し示された場合、理解できる。

LET’S TRY!
お城にはやくたどり着ける、きょりが一番短いみちはどれかな？

図c‐1（3 ） 原画

問題点
・線の色が何色か分からないため
回答できない。回答できない。

（色の名前は白と黒以外は
断定できないため質問に応える
ことができない。）

図c‐1（3） シミュレーション
27



改

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改
善
例

図ｃ‐1（3）改善例

・色名が記載されているため
色名を用いて回答できる。

28
図ｃ‐1（3）改善例シミュレーション



（４）色名を用いて物語を作ることができる
絵の情報を読み取り 物語を作ることができる また 児童生徒間の会話に色名が用いられた

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改
善
前

絵の情報を読み取り、物語を作ることができる。また、児童生徒間の会話に色名が用いられた
場合、理解できる。

図c‐1（4） 原画

図c‐1（4） シミュレーション

問題
・色名がわからない。キーワードが少ない
ため、物語をつくることが難しい。

改
善
例

形、色の名前の記載をキーワードに物語
をつくることができる

図c‐1（4） 改善例

をつくることができる。
※キーワードを選ばせることも配慮方法の
ひとつ。
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（５）実験の様子がわかる
リト 紙の色が区別 色の変化の様子がわかる

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改
善
前

リトマス紙の色が区別で、色の変化の様子がわかる。

図ｃ‐1（5）原画

問題点
・リトマス紙の色が区別できない。
・実験後、リトマス紙の色がどこが
どのように変化したかわからない
ため回答できない。

30

図ｃ‐1（5）シミュレーション



ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改改
善
例

図c‐1（5）改善例

色の名前が記載されているので
リトマス紙の色の区別や実験後の
リトマス紙の色の変化が分から
ない色弱者でも授業の内容を理解
することができる。

31



色の名前を用いたコミュニケーションで問題が生じないように配慮する。

c‐2 色名を用いて発表ができる

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

色の名前を用いたコミュニケ ションで問題が生じないように配慮する。

改
善
前

（１）生物の色の変化がわかる
さなぎの色の変化を理解することができる。

前

図c‐2（1） 原画

問題点
・色の変化がわからないため
スケッチすることができない。

・色の変化についての質問に
回答できない。

配
慮 「巻末」に色の変化の様子が

図c‐2（1） シミュレーション

～巻末～

慮
例

図c‐2（1）配慮例

「巻末」に色の変化の様子が
色名で記載されていると
実物の色の変化がわからない
色弱者でも授業内容を理解する
ことができる。

「観察」の授業で困った色弱者は多い。巻末に色の変化の様子を記載した資料を
つける。あるいは「図鑑などを参考にする」などコメントを記載するなど、色弱の児童
生徒が困らないよう各社で配慮方法を考えていただきたい。 32



（２）色を塗り分けることができる
塗り分けたものをみんなの前で発表しても問題が生じない

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

改
善
前

塗り分けたものをみんなの前で発表しても問題が生じない。

問題点
・暖かい色と寒い色のイメージが
一般色覚の児童生徒と色弱の
児童生徒では異なるため、自分

改

が塗り分けた色を発表するとき
困る児童生徒がいる。

図c‐2（2）原画

改
善
例

図c‐2（2）改善例
・色の名前が記載されているので
色の名前を用いて発表すること

地図などに色を塗り分けさせる場合、誰にでも区別できる色を指定し、
また、色の名前を用いたコミュニケーションがとれる内容とする。

ができる。

33



C‐3 イラストや写真をみて話し合うことができる

ポイント C 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする

イラ トの中にある情報を読み取る とが き 発表 きる

望
ま
し
い
例

「生活」

イラストの中にある情報を読み取ることができ、発表できる。

例

図c‐3 原画

イラストや写真の様子を形などからも読み取ることができるように、色名以外でも
コミュニケーションできるイラストや写真を使用する。

図c‐3 シミュレーション
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